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2023年3月22日 
各位 
 
 
 
 
 

ブリンシドフォビルの多発性硬化症に向けた開発 
米国国立神経疾患・脳卒中研究所と共同研究開発契約(CRADA)を締結 

 
2023年3月22日 日本国東京発――シンバイオ製薬株式会社（本社：東京都、以下「シン

バイオ」）は、この度、ブリンシドフォビル（brincidofovir、以下「BCV」）について、共同

研究開発契約（CRADA注1: Collaborative Research and Development Agreement）を、米

国国立衛生研究所（NIH注3: National Institutes of Health）の一部である米国国立神経疾

患・脳卒中研究所（NINDS注2: National Institute of Neurological Disorders and Stroke）
との間で締結したことをお知らせします。 

 
本CRADAは、多発性硬化症注4の治療におけるBCVのEB（エプスタイン・バール）ウイル

スに対する効果を検証し、EBウイルス感染を伴う多発性硬化症の患者由来の細胞を用い、

インビトロ試験及び動物モデル試験を行うことによって、今後の臨床試験の実施に向けて

必要とされる情報を得ることを目的としています。 
 
2022年8月にシンバイオは、EBウイルスに対するBCVの抗ウイルス作用を評価するため

に、NINDSとの間で共同研究試料提供契約（Collaboration Agreement for The Transfer of 
Human Materials）を締結し、既にNINDSはBCVの潜在的な効果を評価する非臨床試験を

実施しております。 
 
吉田文紀社長兼CEOは「この度の米国国立神経疾患・脳卒中研究所との共同研究により

BCVの脳神経変性疾患領域への開発が加速化し、多発性硬化症の主要原因であるEBウイル

スを直接的に標的にすることより新しい治療方法を生み出し、新たな選択肢を患者さんに

提供できることを期待しております。」と語っています。 
 
なお、本件が2023年12月期業績予想に与える影響はありません。 
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【注1：共同研究開発契約（CRADA: Collaborative Research and Development 
Agreement）】 
共同研究開発契約(CRADA)とは、連邦政府研究機関と連邦政府に関係しない民間企業また

は大学が、共通の研究目的の追求のために研究開発を促進するために締結される制度に則

った正式な契約です。CRADAの目的は、政府の施設、知的財産、専門知識を、共同で研

究開発することにより広く人の健康のために有用で市場性のある製品につなげてゆくこと

です。CRADAの下では、研究から生まれるNIHの発明者/研究者と共同研究機関の発明者/
研究者による共同発明、もしくはNIHの発明者/研究者による単独発明について、特許権の

使用許諾を得る優先権が共同研究機関に与えられます。 
 
【注2：米国国立神経疾患・脳卒中研究所（NINDS: National Institute of Neurological 
Disorders and Stroke）】 
NIHを構成している27の研究所及びセンターの一つで、その使命は、脳・神経系に関する

基本的な知識を模索し、その知識を活用して全ての人々の神経疾患の負担を軽減すること

にあります。2022年度予算は26億ドルで、主な研究領域は、脳と神経系の基礎生物学、遺

伝学、神経変性、学習と記憶、運動制御、脳修復、シナプスなど基礎科学研究に焦点を当

てており、エイズ、アルツハイマー病、てんかん、筋ジストロフィー、多発性硬化症、パ

ーキンソン病、脊髄損傷、脳卒中、外傷性脳損傷など、脳や神経系の疾患や障害に関する

臨床研究にも資金を提供しています。 
 
【注3：米国国立衛生研究所（NIH: National Institutes of Health）】 

NIH は米国保健福祉省（HHS :United States Department of Health and Human 
Services）傘下に組織された医学研究分野における世界最大のグラント助成・研究機関です。

その起源は、1887 年ニューヨーク・スタテン島において、商船船員の治療を行なう海軍病

院（現在の米国公衆衛生サービス：PHS）内に設置された一研究室に始まります。その後、

コレラや黄熱病などの感染症研究を通じて公衆衛生・医学研究機関としての役割を拡大さ

せた歴史を持ちます。NIH の2021年度予算は414億ドルでコアミッションは次のとおりで

す。 
 創造性に富んだ基礎科学研究、革新的研究戦略の開発、そして、基礎的な発見の健康

増進への橋渡し 
 米国の疾患予防能力を高める科学的資源・人材の開発、維持、進歩 
 米国経済の発展と研究開発への公的投資から生じる高い利益の追求のための医療・ 

周辺科学分野における基盤知識の普及 
 科学における科学的誠実性・社会への説明責任・科学者の社会的責任の推進 

 
上記の目的を遂行するため、NIH は異なる疾患やヒトの体組織を研究テーマとする 27 の

独立研究所・センターの集合体として組織されています。 
 
【注4：多発性硬化症（MS:Multiple Sclerosis）】 
 厚生労働省指定の特定疾患で神経難病[指定難病13]。中枢神経の自己免疫疾患と言われて

います。世界全体では欧米を中心に患者数は約300万人で、日本では患者数は約1万8000人
と言われています。脳、脊髄、視神経などに発病し、様々な神経症状が現れ再発と寛解を繰

り返します。 
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【抗ウイルス薬ブリンシドフォビル（brincidofovir：BCV）概要】 
BCVは欧米では既承認のシドフォビル（cidofovir：CDV、本邦は未承認）の脂質結合体

として新しい作用機序を持ち、CDV及び他の抗ウイルス薬と比べて高活性の抗ウイルス効

果など優れた特徴を併せ持ち、広範囲の２本鎖DNAウイルス感染症（サイトメガロウイル

ス、アデノウイルス、エプスタイン・バール・ウイルス（EBウイルス）、ヘルペスウイルス、

BKウイルス、パピローマウイルス及び天然痘ウイルス等）に対して有効な治療方法となり

得るものと期待されています。BCV分子の画期性は、CDVに特定の長さの脂肪鎖を結合す

ることにより細胞内への取り込み効率を飛躍的に向上させ、細胞内で直接作用する分子に

変換され高い抗ウイルス効果を発揮します。更には、CDVを初めとする他の抗ウイルス薬

に比べ深刻な副作用である腎毒性または骨髄抑制を回避できる新規の高活性の抗マルチウ

イルス薬として期待されています。2019年9月30日に、シンバイオはChimerix, Inc.（本社：

米国ノースカロライナ州ダーラム、「Chimerix」）との間でBCVを対象とするグローバルな

ライセンス契約を締結しています。この契約において、Chimerixはシンバイオにオルソポ

ックス（天然痘・サル痘を含む）を除くヒトの全適応症のための排他的な全世界を対象地域

とするBCVの開発・製造・商業化のためのライセンスを許諾しています。グローバルな事業

展開のために、シンバイオは、個々の適応症を対象とした地域特性を活用した事業提携を検

討しており、開発医薬品の価値の極大化に努めることによって患者様が待たれている医薬

品を最速でお届けするように努めています。シンバイオは、日本のみならず、臓器移植市場

が大きい欧米、さらには中国市場を含めたアジアの患者さんに資することを目標にしてい

ます。 
 

【当社会社概要】 
シンバイオ製薬株式会社は、米国アムジェン社元副社長で、旧アムジェン株式会社の実質

的な創業者である吉田文紀が2005年3月に設立した医薬品企業です。経営理念は「共創・共

生」（共に創り、共に生きる）で表され、患者さんを中心として医師、科学者、行政、資本

提供者を「共創・共生」の経営理念で結び、満たされない医療ニーズに応えてゆくことによ

り、社会的責任及び経営責任を果たすことを事業目的としています。なお、2016年5月に米

国完全子会社 SymBio Pharma USA, Inc.（本社：米国ノースカロライナ州 ダーラム、社

長：キャロリン・ヤナビッチ）を設立しました。 
 
＊この資料は、同日発行された英文プレスリリースの日本語訳です。この資料の正式言語は

英語であり、その内容およびその解釈については英語が優先されます。 


